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正三角形△ABCがある．点Oを直線ABに関してCと反対側にとって∠AOB = 60◦

となるようにし，ベクトル−→
OA，−→

OB，−→
OCをそれぞれ−→

a，−→
b，−→

c で表わす．このとき

−→
c =

−→
b
−→
a

−→
a +

−→
a
−→
b

−→
b

であることを証明せよ．ただし −→
a ， −→

b はそれぞれ −→
a，−→

b の大きさを示す．


